
    独立法人福祉医療機構 地域支援事業助成金による 
ＡＥＤ設置と災害時の地域ネット構築事業実績報告書 

 
法 人 名 社会福祉法人皆の郷 

事業所名 川越いもの子作業所 

所 在 地 川越市大字笠幡１４１０番地 

担 当 者 大畠宗宏 電話 049-233-2940     FAX049-234-2940 

 

事 業 名 ＡＥＤ設置と災害時の地域ネット構築事業  

内   容 ・ＡＥＤ並びにトレーニングユニットの整備 

・ホームページの作成  

・「春一番！いもの子寄席」の開催 

・災害時相互援助協定の締結 

事業の実績 

及び効果 

ＡＥＤは川越いもの子作業所の管理棟の廊下に設置された。整備できたことで

利用者が安心できるだけでなく、施設周辺の倉ヶ谷戸自治会の方々も緊急時にＡ

ＥＤを利用できるようになった。トレーニングユニットも整備されたが、これが

あることで救命講習の際利用することが出来、またＡＥＤの操作方法を知りたい

ときに利用できるようになった。 

ホームページではＡＥＤがいもの子作業所に設置されたことを掲載し、広く伝

えることが出来た。並びに協定書を掲載し、一定の周知が出来たと思われる。 

3 月 5 日(土)には災害時相互援助協定の調印式といもの子寄席を行なった。１時

30 分より協定書の調印式を行なう。理事長挨拶の後、倉ヶ谷戸自治会長、あいさ

つをいただく。そして協定書の内容の説明をした後、倉ヶ谷戸自治会長と理事長

が協定書に調印し、最後に西消防署長に挨拶をいただいた。会場にはご近所の方々

もたくさん見えており、ご理解いただくことが出来た。 

そして寄席が始まると長沢あやさんの軽快な囃しに乗って、鏡味仙三郎社中の

太神楽が始まった。始めてみる方も多く、傘や毬、扇子等を使った芸に驚きの声

や大きな拍手が湧いた。続いての春風亭昇吉さんの落語は分かりやすく、利用者

も大笑いだった。そして花島久美さんの華やかな奇術の後、取りの三遊亭丈二さ

んの落語が始まった。丈二さんはその日のテーマに合わせ、救急車に乗った体験

談を交えた話をしてくださり、さすが真打というところをみせていただきとても

楽しむことができた。 

なによりも参加した施設利用者と地域の方たちがともに楽しんでいただきとて

もよかった。 

 

別紙写真 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協定書説明 協定書調印 

鏡味仙三郎社中 

春風亭昇吉さん 春風亭昇吉さん 

鏡味仙三郎社中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 設置された AED 

三遊亭丈二さん 三遊亭丈二さん 

花島久美さん 花島久美さん 


